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はじめに

 第25号科学衛星（ASTRO-G）は、宇宙科学コミュニティの提案を受けて平成17年に宇宙
科学研究所で選定し、平成20年に宇宙開発委員会の評価を受けて開発を行ってきたも科学研究所で選定し、平成20年に宇宙開発委員会の評価を受けて開発を行ってきたも
のである。

 しかしながら、平成21年1月時点でミッション実現の中核である高精度展開アンテナの技
術課題等が明らかになったため、プロジェクトを休止して技術課題の検討及び成立性の
検証を行ってきた。

約 年半 わたる検討 結果 現在達成 能な 鏡 精度 はサイ 重 約1年半にわたる検討の結果、現在達成可能なアンテナ鏡面精度ではサイエンスの重
要な部分が達成できないこと、サイエンス目標を達成可能な範囲に縮退したとしても、
当初を大きく上回る資金と期間が必要であること等が明らかとなった。

 これを受け、コミュニティによる科学的価値の評価等を経て宇宙科学研究所として
ASTRO-G中止の意向を固め、JAXAの経営審査においてプロジェクトを中止する方向で
宇宙 委 会 価を提案す が妥 結論を得宇宙開発委員会に評価を提案することが妥当との結論を得た。

 このため、ASTRO-Gプロジェクトを中止する案について宇宙開発委員会での評価をい
ただきたいただきたい。
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１．プロジェクトの概要概要
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1.1 ASTRO-Gプロジェクトの目的
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1.2 システム概要 (1)システムの全体構成
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1.2 システム概要 (2)ASTRO-G衛星の概要

主要諸元

アンテナ 口径9.6m相当の高精度９ｍ展開アンテナ

観測系受信帯
域

8GHz帯，22GHz帯，43GHz帯

データ伝送速度 （ミッション系）１Gbps

観測軌道
遠地点高度25000km, 近地点高度1, 
000km
軌道傾斜角31degの楕円軌道軌道傾斜角31degの楕円軌道

外形寸法
2m（X）×18.1m（Y）×9.7m（Z）
（軌道上展開形状）

衛星質量 約1200kg (推進薬含む）衛星質量 約1200kg (推進薬含む）

発生電力（EOL） 約1400W

ロケット H-IIAロケット

目標寿命 3年目標寿命 3年
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